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座女さんは花の高校3年生

　9月1日に行われた小原のみこしです。

集落の中から毎年2組の神主と巫女が選
　　　　　　　お　　み　　き
ばれ、各戸を回り御神酒をくばります。
　　　ふん
巫女に扮するのは、この集落にお嫁にき

たばかりの人と決まっていたのですが、

今年は該当者がなく、若い高校3年生に

白羽の矢が当たり恥じらいながらの登場

となりました。3時間かけてムラじゅう

を回り神社に戻ってきたところです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　謙　　　　　　　　　　　　　　　　饗
　　　　　　　　　　　　　　　擁　　籔　　　　　　　　　　　　　　彫
　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　勇
　　　　　　　　　　　　　霧雛

　　　　　　　　　　　．灘

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　難　　　　　　　　馨　　　　　　　轟　　　　　　　ま　　　　　醸．　　　嚢　　灘　灘一達

『
』
壕

霧…・………欝…馨1…．K

選饗＝ひ，講

諸劉撚

嚥
睡

，
、
磁
蕪
　
　

　
　
、
垂
駈

餓㈱
超高齢化社会到来・………………・・②～③

否畿薯芝畿霜施瑳蟻喬のためここ…・…④～⑤

村のできごと……・…・………・……⑥～⑦

成人おめτとう輝の嘉叢島顔…・……⑧～⑨

みんなの広場…………・……・・……⑩～⑪

お知らせ・青春してます・カレンダー　⑫～⑯

蓮
離

⑯
鞭
叛

藩
撒

一
懸

綱
嚢

諭
獺

に
鑛　　　　　　　灘　　　　　騨　　　　懇

　　　霧蓋轟



村総人ロに対する老齢人ロ割合

人工ピ ツミ一
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あなたの年齢には
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男性…3，380人　女性…3，369人

　　　　　　　　　　　　　　　合計…6，749人
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こ
の
ほ
ど
厚
生
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
日
本
人
の
「
平
均
寿
命
」
に
よ
る

と
男
牲
七
五
・
八
六
歳
、
女
牲
八
｛
・
八
｝
歳
で
、
と
も
に
世
界
｝
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
平
均
寿
命
の
延
び
と
と
も
に
年
々
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
老
齢
人
ロ
比
率
で
す
。
村
の
老
齢
人
〔
〕
比
率
六
十
五
歳
以
上

は
、
四
月
一
臼
現
在
で
、
二
〇
・
五
欝
と
な
り
「
超
高
齢
者
社
会
」
が
到

来
じ
て
き
ま
し
た
。
次
ぺ
ー
ジ
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
が
示
す
と
お
り
今
後
増
々

こ
の
割
合
が
太
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
老
人
福
祉
週
間
、
敬
老
の

目
を
迎
え
、
だ
れ
も
が
い
つ
か
は
老
い
る
高
齢
社
会
の
問
題
点
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
村
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
を
立
て
、
将
来
を
見
据
え
て
の
本
格
的
長
寿
・
福
祉
社

会
の
墓
礎
固
め
を
行
う
計
画
で
す
。

高
齢
化
の
進
行
速
度
が
速
い
過
疎
地
域

　
全
国
的
に
は
、
平
均
寿
命
の
伸
長

と
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
出
産
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
子
ど
も
数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生

率
が
一
・
五
七
人
と
史
上
最
低
を
記

録
し
た
こ
と
に
よ
り
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
．

　
当
村
で
は
こ
の
全
国
的
な
寿
命
の

伸
長
と
出
生
率
の
低
下
の
外
に
一
九

歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
の
若
者
が
極
端

に
少
な
く
な
る
と
い
う
過
疎
化
現
象

が
高
齢
化
社
会
へ
更
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
五
〇
歳
代
か
ら

六
五
歳
ま
で
の
年
代
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
な
ど
か
ら
平
成
二
一
年
（
晒
囎

切
o
）
に
は
三
〇
％
台
に
乗
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
七
五
歳
以

上
の
後
期
高
齢
人
口
が
急
増
し
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
面
で
の
間
題
が
増

大
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
人
で
一
人
か
ら
三
・
三
人
で
一
人

　
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
に
伴
い
ど
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
は
働
き
盛
り
の
人
五
人
で
一

人
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
平
成
二
一
年

に
は
三
・
三
人
で
一
人
を
支
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
、
高
齢
者
の

年
金
、
医
療
、
福
祉
等
に
要
す
る
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
の
増
加
を
通
じ
て
、
生
産
年
齢
人

口
の
負
担
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
個
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
も
、
長
寿
化
に
よ
る

老
後
期
間
の
延
長
で
大
正
期
の
人
生

五
〇
年
時
代
と
、
現
代
の
人
生
八
○

年
時
代
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
第
二
の
人
生
と
も
い
え
る

長
期
化
し
た
高
齢
期
を
い
か
に
健
康
嘲

で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
か
（
健
や
か
に
老
い
る
こ
と
が

で
き
る
か
）
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
後
の
対
策

　
そ
こ
で
人
生
八
○
年
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
雇
用
・
所

得
、
健
康
・
福
祉
、
ま
た
学
習
や
社

会
参
加
、
あ
る
い
は
住
宅
・
生
活
環

・
境
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
高
齢
者
自
ら
が
、
経
済

的
・
肉
体
的
・
精
神
的
な
面
に
お
い

て
自
立
で
き
る
明
る
い
長
寿
社
会
を

実
現
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
具
体
的
に
は
、
養
護
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
託
老
所
な
ど
の
施
設

の
整
備
や
痴
呆
老
人
、
寝
た
き
り
老

人
を
出
さ
な
い
対
策
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
雪
国
で
の
冬
期
生
活

対
策
、
高
齢
者
用
住
宅
改
築
対
策
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
当
村
に
つ
い
て
は
若

者
が
定
着
で
き
る
産
業
を
併
せ
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

中
里
村
の
老
人
福
祉

　
村
の
主
な
高
齢
者
福
祉
事
業
を
上

げ
て
み
ま
し
た
。

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
常
勤
二
人
、
パ
ー
ト
ニ
人
、
他
一
人

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
寝
台
、
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど

●
老
人
福
祉
大
会

　
九
月
一
五
日
（
敬
老
の
日
）

●
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

　
生
き
が
い
村
の
活
性
化
に
一
役

●
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
助
成

　
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
単
老
育
成
強
化

●
老
人
短
期
保
護
事
業

　
二
十
八
日
限
度
特
養
施
設
へ

●
小
規
模
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
一
日
か
け
て
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
　
　
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

●
老
人
医
療
費
助
成
事
業
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
七
十
歳
以
上
、
寝
た
き
り
一
人
暮
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

●
寝
た
き
り
家
庭
援
助
事
業
　
六
十
ロ
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
未

　
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
寝
た
き
り
鞭
臓

●
老
人
相
談
員
事
業
　
　
　
　
　
　
蛯
肚

　
二
人
（
白
倉
増
之
、
樋
口
虎
治
郎
）
2
臓

●
在
宅
・
寝
た
き
り
痴
呆
老
人
見
舞
．

　
金
支
給
　
月
額
五
千
円

●
在
宅
・
寝
た
き
り
痴
呆
老
人
介
護

　
者
手
当
支
給
　
月
額
五
千
円

●
一
人
暮
し
老
人
昼
食
会
・
給
食
サ

ー
ビ
ス
・
介
護
者
研
修
・
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
研
修
　
月
二
回

齢の出生率を合計した
で生んだとして、1人
む子どもの数。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
年
方
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
各
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
の
産
間

●
老
人
・
母
子
・
障
害
世
帯
冬
期
除
殊
子
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
女
そ
生

　
雪
補
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
勒
倣
加

◎
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
住
民
課
－
漏
④
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
も
の

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　●　　　●　　　　●　　　　●　　　　　　　　　○　　　　●　　　　●

ごっっおを斡っぺ用意して
　　　　●　　　　o　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　◎　　　　○　　　　●

いるすけ来てくんねかの
　おじいちやん、おばあちゃん、9月朽臼は

敬老の日です。

　村では中里中学校体育館において「老人福

祉大会」を行ないます。今年の対象者は大正

7年3月31臼以前に生まれた方（73歳以上）

一約680大が対象です。ひと足はやく長寿番付を

発表します。

　護塾

　魑
●｝女r一÷●

　　　　　　　‘

　　　　（平成3年8月31日現在）
●｛男｝●

》

氏名 年齢 集落 順位 氏　名 年齢 集落

小山サ、エ 96 田　沢 1 鈴木孝蔵 96 重地

徳井チカ 93 堀之内 2 富井清作 96 市之越

鈴木トワ 92 下　山 3 上原貞策 95 上山

樋ロキク 92 荒屋 4 南雲喜平 94 本屋敷

太島ムメ 91 芋沢 5 村山義平 94 田　沢

山田マン 91 土倉 6 山田甚三郎 94 清田山

富井ハル 91 市之越 7 上原高一 91 上山

羽鳥ハツ 91 新屋敷 8 山田由太郎 1
9
1

東田尻

小林マツ 91 土倉 9 根津正治 90 芋川

村山ミヨキ 90 田　沢 10 保坂寅治 89 宮中

山本キヨ 90 葎沢 11 樋口耕作 89 鷹羽

吉楽キヨ 90 山崎 12 渡邊孫正 89 高道山

平成3年9月10日広報躍”きと：3



集落懇談会終了
聡
解
％

　
　
　
　
姶

　
　
　
　
縦

　
　
　
　
の

　
　
　
　
で

　
　
　
　
場

　
　
　
　
会

　
　
　
・
集

　
　
　
　
山

擁

　
村
で
は
、
公
共
下
水
道
を
平
成
七
年
度
末
供
用
開
始
に
奄
け
て
、
七
月

二
十
六
日
か
ら
集
落
懇
談
会
に
入
り
ま
し
た
。
ム
フ
回
の
懇
談
会
は
、
第
」

期
工
事
地
区
（
桂
、
上
山
、
山
崎
、
囲
中
、
如
来
寺
、
田
沢
、
干
溝
、
荒

屋
、
小
原
）
を
一
集
落
一
晩
か
け
て
行
な
っ
た
も
の
で
す
．

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
三
年
度
事
業
着
手
（
設
計
含
奄
）
、
平
成
四
年
度
終

末
処
理
場
の
墓
本
設
計
、
平
成
五
年
度
終
末
処
理
場
の
詳
細
設
計
と
一
部

整
地
、
そ
し
て
平
成
七
年
度
末
に
は
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
蛋
定
し
て

い
ま
す
◎

　
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
下
水
道
と
は
何
か
と
、
村
の
全
体
計
画
を
説
明
じ

た
後
、
質
問
を
受
け
る
形
式
で
行
わ
れ
ま
じ
た
。
質
悶
、
意
見
の
中
に
は

負
担
金
や
使
用
料
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、
あ
る
集
落
で
は
、
子
孫
に
よ

い
環
境
を
残
す
た
め
に
貯
金
を
始
め
負
担
に
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
下
水
道
を
待
ち
望
ん
で
い
ら
れ
る
方
々
か
ら
次
の
ご
質
悶

が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
熱
意
に
｝
歩
踏
み
込
ん
で
お
答
え
し
ま
す
．

？
・下水道事業の財源は

【
事
業
費
】

少
な
い
村
の
持
ち
出
し

　
平
成
八
年
ま
で
に
約
二
十
億

円
の
投
資
を
行
な
う
計
画
で
す
。

実
際
に
は
も
う
少
し
複
雑
で
す

が
、
左
図
を
見
て
下
さ
い
。

〈
補
助
対
象
事
業
〉

　
　
　
臨
時
特
例
債
　
　
過
疎
債

　
　
国
庫
補
助
　
　
下
水
道
債
．
村
費

50（％）

10

17

17

τ

〈
村
単
独
事
業
〉

（
四
軒
未
満
の
汚
れ
を
集
め
る

　
き
ょ

管
渠
等
）

こ
の
よ
う
に
村
費
持
ち
出
し

一軒あたb＼
は
、
補
助
事
業
で
六
響
、
単
独

事
業
で
五
軒
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。　

起
債
は
借
金
で
す
の
で
、
返

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

臨
時
特
例
債
は
百
絆
、
下
水
道

債
は
五
十
欝
、
過
疎
債
は
七
〇

籍
が
、
交
付
税
と
し
て
、
国
か

ら
村
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。

【
受
益
者
負
担
金
】

今
後
条
例
で
定
め
ま
す

　
下
水
道
は
公
共
施
設
で
す

が
、
利
用
で
き
る
人
と
利
用
で

き
な
い
人
が
明
確
で
す
の
で
、

受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
ど
の
集
落
で
も

出
た
質
問
で
す
が
、
何
も
決
ま

？
・らいかかるのかどれく＼＼・

りく毎　月　い

っ
て
い
ま
せ
ん
．

　
し
か
し
、
現
在
下
水
道
を
利

用
で
き
な
い
集
落
に
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
補
助
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
排
水
設
備
費
】

工
事
は
指
定
工
事
店
で

融
資
制
度
も
用
意
し
ま
す

　
こ
の
質
問
も
必
ず
出
た
の
で

す
が
、
基
本
的
に
は
、
自
分
の

家
の
改
造
に
関
す
る
費
用
で
す

の
で
、
規
模
内
容
に
よ
り
、
各

家
庭
で
差
が
出
て
き
ま
す
。
配

管
部
分
の
工
事
に
つ
い
て
は
公

共
施
設
に
つ
な
ぐ
性
質
上
、
村

で
指
定
し
た
工
事
店
の
中
か
ら
、

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

・
尚
、
改
造
費
に
つ
い
て
は
、

融
資
制
度
を
つ
く
る
予
定
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

【
使
用
料
】

今
後
条
例
で
定
め
ま
す

　
特
別
に
預
貯
金
な
ど
の
手
だ

て
が
と
れ
る
受
益
者
負
担
金
や

排
水
設
備
費
と
違
い
、
使
用
料

は
毎
月
か
か
る
の
で
、
家
計
の

や
り
く
り
に
大
き
く
影
響
し
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
決
め
て
い
ま
せ

ん
が
、
ご
婦
人
方
か
ら
必
ず
出

た
質
問
で
す
。
他
の
自
治
体
を

＼ぐらいになるのか？リゾートの汚水はどうする？
み
ま
す
と
、
水
道
使
用
料
よ
り

少
し
高
め
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
ま
だ
何
も
決
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
平
成
八
年
か
ら
下

水
道
区
域
で
は
水
道
料
よ
り
少

し
高
め
の
下
水
道
料
が
水
道
料

と
は
別
に
家
計
に
か
か
っ
て
く

る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

【
リ
ゾ
ー
ト
分
】

リ
ゾ
ー
ト
が
持
ち
ま
す

　
村
で
は
幹
線
管
渠
を
田
沢
本

村
集
落
ま
で
敷
設
し
ま
す
。
で

す
の
で
、
リ
ゾ
ー
ト
側
か
ら
は

そ
こ
ま
で
自
分
で
管
を
伏
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
建
設

費
差
額
分
等
、
現
在
リ
ゾ
ー
ト

側
と
話
を
詰
め
て
い
る
最
中
で

す
。　

リ
ゾ
ー
ト
の
大
量
な
汚
水
は

環
境
汚
染
を
考
え
る
な
ら
キ
チ

ン
ト
し
た
公
共
下
水
道
で
受
け

た
方
が
、
今
後
に
問
題
を
残
さ

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
村
、
建
設
課
で
は
、
終
末
処

理
場
の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

十
月
九
日
ま
で
に
下
水
道
係

へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
名
称

採
用
者
に
は
、
竣
工
式
に
ご
招

待
し
ま
す
．

4



自ら考え自ら行う

地域づくりのために
▲渓流祭「にじます」のつかみ取り

中里村人材育成事業

　
村
で
は
、
六
月
か
ら
劉
中
里
村
入
材
育
成
事
業
」
・
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
お
こ
し
を
一
生
懸
命
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
、
個
人
や

グ
ル
ー
ブ
で
こ
ん
な
こ
と
を
蒲
究
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、
責
極
的
に
こ

の
事
業
を
ご
活
爾
下
さ
い
。
開
発
課
で
は
、
皆
様
の
要
望
に
答
え
ら
凝
る

よ
う
箏
算
措
置
を
し
て
お
待
ぢ
し
て
験
ま
す
。
要
綱
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

　
八
月
末
ま
で
に
次
の
よ
う
な
実
績
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

清
津
き
の
こ
組
合
　
南
壺
＝
男
外
5

　
長
野
県
の
大
手
会
社
を
視
察
し
、

施
設
整
備
の
近
代
化
情
勢
と
種
菌
会

社
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
新
し
い

き
の
こ
栽
培
の
経
営
技
術
を
習
得
し

ま
し
た
。
　
補
助
金
額
7
1
、
0
0
0
円

清
田
山
　
山
田
正
進
外
4

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り
の

参
考
に
す
る
た
め
、
富
山
県
利
賀
村

の
渓
流
祭
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

▲雪で地域おこし「キューピットバレースキー場」

公
園
の
管
理
運
営
の
参
考
に
す
る
た

め
関
連
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
補
助
金
額
　
1
1
9
、
0
0
0
円

小
松
原
活
用
協
議
会
　
鈴
木
正
外
B

　
小
松
原
入
植
時
、
作
物
品
種
の
導

入
で
標
高
が
同
じ
長
野
県
伍
賀
農
協

の
農
家
に
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
作
付
品
種
、
防
除
、
収
穫
、

出
荷
体
制
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
視
察
し
、
ま
た
、
輪
作
体
系
や

土
作
り
に
つ
い
て
も
研
修
し
ま
し
た
。▲「ホールこだま」で演奏

補
助
金
額
　
2
8
5
、
0
0
0
円

ツ
キ
ニ
会
　
吉
楽
克
之
外
9

　
地
域
お
こ
し
先
進
町
村
職
員
と
直

接
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら

行
う
地
域
づ
く
り
に
役
立
た
せ
る
た

め
、
安
塚
町
の
地
域
お
こ
し
、
雪
に

ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
、

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
の

仕
掛
け
方
等
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
　
　
補
助
金
額
　
1
1
5
、
0
0
0
円

如
来
寺
　
池
田
克
人
外
3

　
村
内
に
音
楽
施
設
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
る
な
か
、
八
ヶ
岳

音
楽
堂
ど
ホ
ー
ル
、
こ
だ
ま
の
施
設

を
視
察
し
、
施
設
の
立
地
環
境
や
施

設
設
備
、
施
設
の
運
営
方
法
等
を
研
修

し
ま
し
た
。
補
助
金
額
9
5
、
0
0
0
円

【
考
察
】

　
当
村
に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
施
設
は
、

「
ホ
ー
ル
こ
だ
ま
」
に
近
い
施
設
だ

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
施
設
は
、
建
設
費
ば
か
り
で
な
く

そ
の
後
の
管
理
運
営
費
が
大
き
い
た

め
、
し
っ
か
り
し
た
理
念
を
も
っ
て

進
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
ば
か
り
で
な
く
そ

の
地
域
が
村
の
文
化
の
発
信
基
地
と

な
れ
る
よ
う
な
相
乗
効
果
の
あ
る
他

施
設
を
計
画
的
に
入
れ
て
い
く
こ
と

が
将
来
に
向
か
っ
て
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
．

対象者二1年以上中里村に居住し、将来にわたって
　　　　村の活性化に貢献できる人です。

補助対象の醗修範囲 補助　対象経　費 補助率 補助限度額 備　　　　　毒

国・地方饗薬國難等の概修 旅　費　目駒地までの鉄道賃、

　　　　船賃、航窒賃、黛賃の

　　　　往復の実費額

滞在費　園酌地における宿泊費

　　　　に要する実費額

教材費　直接研修に必要な経費

講師招燕糖費

　　　　講師旅費及び講師謝金

8◎％

国外

70万円以内

国内

1⑪万円以内

体験搬灘一餐を提畿して鱒だ

だきます。

補助金の交付を受けたものは、

村が開催する行事等で体験発

表を要請すること炉あります。

※海外聯修は、同じ人が再度

会瀧等瀞欝薄曇益的な研修 50％

薗ら研修圏的を建める研修 8◎％

講師招戴縢によ愚薪修 50％

その他
特別に
定める

の対象となゆません。

平成3年9月10日広報躍び實と：5



や
る
気
を
出
せ
ば

　
　
　
　
き
っ
と
道
が
開
け
る

　
　
　
　
　
　
　
農
家
配
偶
者
対
策
に
講
談
・
講
演
会

　
農
家
の
配
偶
者
対
策
を
活
発
に
お

し
進
め
、
明
る
く
幸
せ
な
農
村
を
築

こ
う
と
、
講
談
・
講
演
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
農
業
者
年
金
受
給
者
連
盟

で
は
八
月
九
日
、
林
屋
旅
館
に
お
い

　
　
　
き
ん
ば
い

て
宝
井
琴
梅
師
匠
の
出
前
講
談
に
よ

り
「
応
挙
の
幽
霊
」
と
「
嫁
と
姑
」

と
題
し
て
講
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
師
匠
は
、
「
農
業
は
、
家
族
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
．
’

35名と指揮者の気持ちはひとつ

で
仕
事
で
き
、
夫
婦
、
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
自
由

自
在
に
生
活
で
き
る
。
こ
れ
ほ
ど
す

ば
ら
し
い
職
業
は
な
い
。
ダ
メ
ダ
メ

と
思
わ
な
い
で
や
る
気
を
出
し
て
明

る
い
気
持
ち
で
行
な
え
ば
も
う
か
る

し
嫁
さ
ん
も
き
っ
と
来
る
」
。
と
、
日

本
各
地
の
嫁
さ
ん
来
い
運
動
や
ア
メ

リ
カ
農
業
な
ど
の
例
を
上
げ
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
お
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
里
村
農
業
委
員
会
で
は

八
月
二
十
日
、
商
工
会
館
に
お
い
て

「
農
村
の
結
婚
問
題
1
そ
の
背
景

ど
対
策
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。

　
講
師
の
小
沢
禎
一
郎
氏
は
、
「
皆
さ

ん
方
が
農
家
の
嫁
と
し
て
あ
ま
り
に

も
ガ
マ
ン
し
す
ぎ
た
。
村
じ
ゅ
う
で

一
番
よ
い
生
活
を
す
れ
ば
嫁
さ
ん
も

来
る
。
そ
し
て
農
業
生
産
物
を
含
め

た
農
村
環
境
（
下
水
道
、
年
金
、
親

か
ら
の
自
立
な
ど
）
を
結
婚
問
題
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
」
。
と

力
説
し
ま
し
た
．

　
配
偶
者
を
望
ん
で
い
る
皆
さ
ん
。

あ
な
た
の
問
題
で
す
。
農
業
に
、
結

中
里
中
二
度
目
の

　
　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞

　
八
月
十
日
か
ら
三
日
間
か
け
て
、

上
越
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
第
三
十

九
回
全
国
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、

第
四
十
七
回
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
予
選
県
大
会
で
、
中
里
中
が
見
事

に
金
賞
を
獲
得
し
、
関
東
大
会
の
出

場
権
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
十
一
日
の
B
の
部
（
三
十
五
人
以

下
）
に
出
場
し
た
中
里
中
は
、
小
山

清
茂
作
曲
の
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
木

挽
歌
」
を
堂
々
演
奏
、
審
査
員
の
高

い
評
価
を
得
て
昭
和
六
十
二
年
に
次

ぐ
二
度
目
の
快
挙
に
な
り
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
長
の
志
田
宏
美
さ
ん

（
三
年
）
は
、
「
み
ん
な
で
気
を
抜
か

な
い
よ
う
毎
日
六
時
ま
で
練
習
し
ま

す
」
と
、
ま
た
、
指
揮
者
で
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
間
野
教
諭
は
、
「
本
格

嚢
欝
鰯
　
，

農村のかかえる問題を厳しく指適宝井琴梅師匠の「応挙の幽霊」

する小沢禎一郎氏

婚
問
題
に
目
を
輝
や
か
せ
て
、
や
る

気
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
き
っ
と
道
が
開
け
る
そ
う
で
す
。

的
に
練
習
に
入
っ
た
の
は
四
月
か
ら

で
い
い
と
こ
ろ
ま
で
出
来
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
県
大
会
の
壁
を
破
り
、

よ
り
音
楽
の
パ
ワ
ー
を
つ
け
さ
せ
た

い
。
一
人
一
人
の
気
持
ち
を
集
中
さ

せ
ベ
ス
ト
で
望
め
る
よ
う
に
し
た
い
」
。

と
、
関
東
大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
関
東
大
会
は
十
月
六
日
、
千
葉
市

文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。
役
場
正

面
に
は
激
励
の
垂
れ
幕
が
下
げ
ら
れ
、

地
域
や
関
係
者
か
ら
好
成
績
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
ッ

テ
演
奏
し
て
き
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
村
で
は
こ
の
金
賞
受
賞
曲
演
奏
を

広
報
無
線
で
流
そ
う
と
検
討
中
で
す
。

お
蕪
雛
顔
難
の

懇
鷲
癒
紛
騰
熱
難

秘
斎
藤
み
慧
璽
雛
箆
優
秀
賞
翻

　
少
隼
の
塞
張
炎
嚢
第
鎌
嚢
翻
灘
闘

購
・
索
撫
招
地
鷹
炎
釜
翻
髭
灘
嚢
欝

趨
顯
囎
学
鞍
饗
開
嚢
義
、
斎
藤
懸
縷

駈
慈
羅
（
鞭
難
勲
議
集
）
解
鞠
嚢
難

寄
噸
儀
の
懇
糖
纐
類
臨
謹
題
毬
蒸
勘

は
つ
捲
蓼
選
雛
蓑
犠
優
秀
賞
磁
娠
裳

複
ま
滋
だ
。

　
鍵
の
炎
会
ぽ
．
田
謬
霧
考
難
麺
購

る
溝
薪
熱
つ
建
設
醐
鞍
慧
箆
懇
雛
灘

灘
る
置
お
催
諜
爆
、
薗
趨
鰹
健
簾
鞍

癒
身
懇
つ
《
み
騒
蓬
、
辮
鼠
購
・
購

魚
沼
地
域
青
塗
薙
講
策
推
進
協
議

会
、
轡
魚
沼
牲
機
福
羅
事
務
蘇
が
蕎

な
っ
た
も
の
饗
す
。

　
「
緊
張
し
ま
し
だ
。
お
隼
寄
璽
縁

体
力
が
弱
騨
の
で
若
麟
人
だ
ち
が
灘

バ
ー
し
て
あ
げ
な
け
耗
ぼ
な
ら
な
糖

と
糖
う
こ
と
を
主
張
し
ま
じ
だ
篇
、
匙
、

大
会
の
感
想
、
主
張
し
だ
か
っ
瀧
羅
、

と
を
話
し
｛
く
れ
ま
し
た
。

6



手すき『はがき』

づくりを体験

南保育所児童
バイできあがりです」ヘェーふしぎだなあ一でもすごいナー

　
”
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
だ
け
ど
生
か
せ

ば
資
源
”
こ
の
こ
と
を
園
児
た
ち
が

毎
日
飲
む
牛
乳
の
パ
ッ
ク
と
い
う
身

近
な
も
の
か
ら
手
す
き
は
が
き
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
と
、
南
保
育
所
で
は

「
な
か
ま
の
家
」
の
指
導
を
得
て
は

が
き
す
き
の
実
践
講
習
会
を
試
み
ま

し
た
。

　
八
月
二
十
日
、
「
な
か
ま
の
家
」
の

指
導
員
児
玉
さ
ん
と
同
施
設
入
所
者

二
名
は
、
に
ぎ
や
か
な
園
児
た
ち
に

さらし布●ぞうきん

分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
手
ぎ
方
博

わ
よ
く
は
が
き
を
す
い
て
見
せ
ま
し
り
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

た
。
二
枚
目
か
ら
は
、
園
児
た
ち
が
く
枠

前
も
っ
甫
意
し
て
お
い
た
㌣
マ
つ
褥

ン
や
ニ
ン
ジ
ン
・
あ
さ
が
お
の
汁
な
の
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
サ

ど
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
は
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
キ

き
』
の
す
き
方
も
教
え
て
い
た
だ
き
ぜ
　
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
●

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
年
長
児
た
ち
が
は
冶

先
生
と
一
緒
に
次
々
に
自
分
の
は
が
「
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

き
を
す
い
て
い
ま
し
た
．
五
百
、
、
、
栽
き
ア

入
れ
牛
乳
パ
ッ
ク
で
四
枚
の
は
が
き
す
刀

が
で
き
ま
す
．
　
　
　
　
　
手
佃

　
年
賀
は
が
き
や
名
刺
を
手
す
き
で
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
っ
た
ら
個
性
的
で
い
い
と
思
い
ま
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ら

せ
ん
か
。
つ
く
り
方
を
下
図
の
と
お
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
紹
介
し
ま
す
。
も
っ
と
詳
し
い
事
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

や
不
明
な
点
は
「
な
か
ま
の
家
」
（
暦
　
　
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

六
八
－
四
〇
二
二
）
か
南
保
育
所
先
　
　
特

生
、
あ
る
い
は
年
長
児
に
聞
い
て
み
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
す
き
枠
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

セ
ッ
ト
は
千
円
で
「
な
か
ま
の
家
」
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

で
発
売
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
用

①牛乳パックを図のように解体し、

　シワにそって4分の1づつに切り
　ます。

蓼

③水を糖れたたらいの中驚よくもみ．・　　　②すみの方から片寄らないように少

　》箋業一トからパ叛プをはがじ取り　　　　　しずつきれい緯さきます（すみを

　ます。図のよう儒1～2分ミキサー　　　　少しもむとうまくいきまず）

　にかけて「紙素錘の出来上が鰻驚す。

　　　　　　　　　莇　　o
　　　　　　　　　　　　轟．雛譲．い

　　　　　　　　　　　　　　の弐き毒に1鑑たパ
　　　　　　　　　　　　　　辮プ
　　　　　　　　　　’　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・

輩
魑

’

　　V　　　　　製　　　　　⑤押じ花や細かく切った予代紙等を　　　⑥しっかり押えながらたらいからあ
④水を入れたたら㌧・の索罷すき枠を　　　　　混ぜる時は、ピンセットを使い埋　　　　　げ、上下鷹振って水甥りします。

　セットし③でできた「紙の素鎚00　　　　め込むよう1こします。（パルプが少

　ccを流し込みます。　　　　　　　　　　しか、導ミるくらい）　　　　　　　　　　　　　　　｛

薫
・
灘

　　　　髪へ　　　　『んなく行き渡

　　　勿　　　　・く／　　 ・　　　る濠うにじま　　　　　　　　　　　　＼　　　　」諺ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　）文・く》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賎

⑨金網をは奮じたらまだアイ国ンを何　　　⑧つ講銅緬に厩力をかぱるように　　．⑦すき枠の上部をはずし金網を2つ折
　度もかけて乾燥させて出来上が鱒。　　　　　して形がくずれな嚇程度までアイ　　　　　リにしたさらしの聞にはさみ、ぞん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロンをがけます。　　　　　　　　　　　　きんで水気を充分吸い取ります。

　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　礁韓　　　　　　　仁κ／

　　熱

④水を入

　セツト

　ccを流

平成3年9月10日広報躍勲宣と：7



彦．　繍
糠嚢　 締

・
臨劉

お盆の8目15日、恒例となった成人式が村総合tzンターで行な：われまし

た。今年の該当者は昨年より17人少な：い78人（男34人、女44人）でしたが、

8割近い60人（男25人、女35人）が夏らしい軽装で帰省ついでに参加しま

した。統合中学第1期卒業の新成人たちは、久しぶりに同窓生と再会し「エ

ー？キァーきれいになったネ」と懐しそうに声を掛け合っていました。

式典では、公民館長の「成人になったら自覚を」、村長の「中里村に誇り

を持ってここで働らけるようにするため皆さんの知恵、技術が必要です」、

議長の「喜んで住める村づくりを進めますので村に帰って釆てほしい」な

どと、それぞれのお祝いの言葉を受けました。これに対して成人を代表し

て鈴木美春さん（重地）が「今まで以上に中里村に愛着を持って頑張って

いきます」と、力強く謝辞を述べました。

その後、程島出身の村山令二氏（厚生省数理調整管理室長補佐）が「成

人におくる言葉」と題し記念講演を行いました。祝宴ではジュース類で乾

杯。最後に公民館長直筆の「志」と書かれた色紙や公民館からのアルバム

を受けとり同窓会へ流れていきました。参加者を写真で紹介します。

磁

璽

熱
蕊

盆

麟匿

k
、
ヌ

第5学年

順　　位 1　　位 2　　位 3　　位

種　　目 氏　　名 校名 民　　名 校名 民　　名 校名

男
　
　
　
　
　
子

50mバタフライ 樋口　　敏 田　沢 高橋寿也 倉俣 南雲健児 貝　野

50m　自由形 樋口　　敏 田　沢 南雲堅介 貝　野 樋口洋一 高道山

50鵬平泳ぎ 南雲堅介 貝　野 村山裕一 貝　野 村山宏樹 田　沢

50rn背泳ぎ 服部卓郎 田　沢 南雲堅介 貝　野 樋口洋一 高道山

100rn自由形 樋口　　敏 田　沢 樋口洋一 高道山 清滝和也 高道山

100rn平泳ぎ 斎喜秀徳 倉俣 村山裕一 貝　野 樋口功一 高道山

100rn背泳ぎ 服部卓郎 田　沢 高橋寿也 倉俣
10Gm個人メドレー 南雲健児 貝　野 斎喜秀徳 倉俣

女
　
　
　
　
　
子

50mバタフライ 樋口久仁子 高道山 樋口千晶 田　沢 南雲ゆかり 倉俣
50m　自由形 樋口美千枝 高道山 田村由起子 田　沢 太嶋美鈴 田　沢

50m平泳ぎ藤ノ木妙子 田　沢 山田真弓 貝　野 鈴木沙八香 倉俣
50m背泳ぎ田村由起子 田　沢 太嶋淳子 田　沢 中島愛子 貝　野

100m自由形 樋口千晶 田　沢 樋口美千枝 高道山 滝澤　　歩 倉俣
憩Om平泳ぎ 藤ノ木妙子 田　沢 山田真弓 貝　野 鈴木沙八香 倉俣
100m背泳ぎ 田村由起子 田　沢 太嶋淳子 田　沢 太嶋美鈴 田　沢

100m個人メドレー 樋口千晶 田　沢 樋口久仁子 高道山 南雲ゆかり 倉俣

　
韮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
＝
ξ
．
ヒ
．
　
　
　
聖
　
匙

　
鐡
嚢
欝
齢
鞭
鍵
藏
縣
懸
糧
糟
翻

　
　
　
　
　
　
　
セ
ロ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
き
　
　
　
　
　
く
ヨ
ヨ
リ
き
　
　
　
　
　
ヨ
し
じ
ロ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

睡
蜘
釧
肘
際
学
絞
親
善
水
泳
大
会
　
　
鯛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
＄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
　
　
　
華
　
　
　
　
　
　
　
『
F
　
　
　
　
レ
監
『
　
　
　
　
　
　
ま
、
■
　
　
　
　
　
　
ミ
』
毫
ミ
…
：

　
冷
夏
で
梅
雨
の
明
け
な
い
八
月
八
日
、
第
十
五
回
村
内
小
学
校
親

善
水
泳
大
会
が
、
田
沢
小
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
プ
ー
ル
サ
イ

ド
に
は
、
大
勢
の
父
母
た
ち
が
応
援
に
か
け
つ
け
わ
が
子
の
力
泳
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
低
温
と
時
々
強
く
降
る
雨
の
た
め
五
・
六
年
一
般
自
由
型

を
中
止
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
五
種
目
に
大
会
新
記
録
を
出
す
な

ど
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
次
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

∫



喫

。
　
o
。
￥

o
◎
「
o

　
O

　
　
　
　
）
　
0

　
　
讐
。
蒐

槻．窮

盤 灘

－
，
、
鶏

年
F
鉱
霧

蘇

欝

参「
①

灘

男
子

二
百
㌶
メ
ド
レ
ー
・
リ
レ
ー
共

一
位
田
沢
小
、
二
位
清
津

峡
小
、
三
位
　
貝
野
小

女
子

二
百
材
メ
ド
レ
ー

一
位
　
高
道
山
小

二
百
層
リ
レ
ー

一
位
　
倉
俣
小
、
二
位
　
田
沢

小
、
三
位
　
貝
野
小

翻
．

一
’
纏

9

〈
リ
レ
ー
の
部
〉

第6学年

．．＿“、鍵難難霧．簿驚叢鐵醸総叢i難欝灘謡

　　　広報躍”官と：　　平成3年9月10Eヨ

　　　　　　　　難難擁灘灘難鍵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
繍懸照繍繍撫雛鑑．魏熱講覇羅灘灘

※◎は大会新記録

順　　位 ユ　　位 2　一位 3　　位

種　　目 幾　　名 校名 氏　　名 校名 競　　名 校名

男
　
　
　
　
　
子

5◎搬バタフ灘難 ◎井ノ川直之 田　沢 吉楽健二 貝　野 大島謙二 倉俣
灘鶏自由形 ◎斎藤由紀 田　沢 瀧澤　　徹 清津峡 羽鳥正人 貝　野

5◎搬平泳ぎ 井ノ川直之 田　沢 小山拓郎 田　沢 島田貴祥 倉俣
霧o鵬背泳ぎ 樋口展久 清津峡 富井和哉 田　沢 鈴木康成 倉俣
董⑧o搬霞由形 ◎斎藤由紀 田　沢 瀧澤　　徹 清津峡 鈴木秀昌 清津峡

憩膿1平泳ぎ 井ノ川直之 田　沢 小山拓郎 田　沢 島田貴祥 倉俣
玉◎o搬背泳ぎ 樋口展久 清津峡 富井和哉 田　沢 上原健太 田　沢

10⑧搬個太メ極一 ◎斎藤由紀 田　沢 富井和哉 田　沢 鈴木康成 倉俣

女
　
　
　
　
　
子

5◎搬バタフ灘イ 鈴木明子 倉俣 広田和美 田　沢 柳　　芳子 貝　野

50搬自歯形 ◎鈴木里恵 倉俣 柳　　芳子 貝　野 山田久美子 田　沢

灘搬平泳ぎ 渡辺妙子 田　沢 根津みおり 倉俣 井ノ川洋子 田　沢

5膿｝背泳ぎ 渡辺妙子 田　沢 広田理恵 田　沢 桑原彰美 倉俣
憩0搬自由形 広田和美 田　沢 柳　　芳子 貝　野 鈴木明子 倉俣
廻0搬平泳ぎ 熊倉恭子 倉　俣 井ノ川洋子 田　沢 富井友美 高道山

10⑧m背泳ぎ 根津みおり 倉　俣 広田理恵 田　沢

100m個人メドレー 廣田和美 田　沢 桑原彰美 倉俣 鈴木里恵 倉俣



　
　
　
　
　
バ
ト
カ
ー
に
乗
つ
た
　
　
　
　
　
璽
．
，
、
，
、
』
，
．
㎜
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
道
山
小
、
倉
俣
小
、
清
津
峡
小
　
　
　
　
．
㎜
㎜
、
、
・
翻
鰍
、
皿
　
　
　
＼
　
、
…
殉

八
月
九
日
、
村
内
小
学
校
に
夏
休
み
中
生
徒
た
ち
を
乗
芝
ウ
ン
圭
る
な
羅
・
．
㈱
醗
．
糊
▼
幽
、
鑓

澱
灘
礎
顯
罐
随
纏
鞘
麟
麓
薪
翻
顯
耀
、
、
、
曝

使
裡
辞
－
敗
勅
塁
麓
韓
輪
諜
劒
糠
難
．
、
鐘
、
，
腱

気
で
し
た
。
高
道
山
小
、
清
津
峡
小
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
は
涼
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
野
外
ス
ク
リ
ー
ン
の
タ
ベ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
干
溝
堀
之
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
　
八
月
十
五
日
夜
、
干
溝
堀
之
川
リ
バ
ー
　
　
　
　
こ
の
鑑
賞
会
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ド
公
園
で
「
ス
タ
リ
ー
ン
の
夕
べ
」
　
　
に
よ
り
手
づ
く
り
で
造
っ
た
堀
之
川
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
と
い
う
野
外
映
画
鑑
賞
会
（
1
6
ミ
リ
）
が
　
　
園
の
休
憩
所
（
左
岸
）
か
ら
対
岸
の
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
開
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ン
に
写
す
大
迫
力
な
も
の
で
す
。
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
こ
ま
ぐ
ん
こ
う
さ
い

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

　
私
が
生
ま
れ
た
甲
西
町
は
、

甲
府
盆
地
の
真
中
に
、
位
置
し

ま
す
。
五
月
に
は
、
桃
の
ピ
ン

ク
の
花
が
咲
き
、
と
っ
て
も
き

れ
い
で
す
。
秋
に
は
ブ
ド
ウ
、

柿
の
果
物
が
取
れ
ま
す
。
近
く

に
は
、
富
士
五
湖
が
有
り
そ
の

湖
面
に
は
、
さ
か
さ
富
士
が
見

え
て
絶
景
で
す
よ
。
家
か
ら
は

日
本
一
高
い
富
士
山
も
見
ま

岐阜県

長野県

愛知県　　静岡県

山梨県

甲西町

わたしの

　
人

東
鐙

す
。
自
分
で
は
一
度
も
登
っ
て

み
な
か
っ
た
で
す
が
…
…
そ
れ

か
ら
水
晶
も
特
産
で
す
。
こ
れ

が
私
の
ふ
る
さ
と
山
梨
で
す
。

　
住
め
ば
都
中
里
村
も

　
　
　
我
が
ふ
る
さ
と
で
す

　
子
供
の
頃
の
思
い
出
を
少
々

書
き
ま
す
。
家
の
前
の
川
原
に

は
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
友
達

と
泳
い
だ
り
遊
ん
だ
り
、
又
畑

に
は
西
爪
や
、
ト
マ
ト
が
実
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
取
っ
て
（
よ

そ
の
家
の
）
食
べ
て
お
こ
ら
れ

た
り
し
た
事
を
な
つ
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
た
ま
に
故
郷
へ

帰
っ
た
時
昔
と
変
っ
て
い
て
、

さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。

　　　⑰
田沢小学校5年

太嶋美鈴さん

初めてミシンを使った時￥曲が

ったりして大変でした。でもやっ

ているうちに楽しくなり￥いっし

ょうけんめいぬって作品を仕上げ

ましたqその時の様子を表現しま

した。

吉楽隆太くん（2歳）⑰
隆一・節子夫妻の長男（宮中）

　りゅうたはね￥おもちゃの自動

車にのったり￥ボールなげをする

のが大すきなんだ。夕方、お父さ

んとキャッチボールをして遊んで

いるんだよ。宝ものはおもちゃの

機関車。ねるときももってねてい

’るんだ。たべものは何でも好きだ

けど、とくにくだものが大好き。

お田さんは、おとなになっても素

直さを忘れないでほしいんだって。

1o



撃アッチナー“でもラーメンだ舶いすきノ

　　　 　　　 　

驚まには
快願汗を
・田中遊会

総夏からよう糟く平奪の気温に戻った8

月蟹臼㈱、囲中遊会羅は藩どもたちと一緒

に何かお魅じるいことを糟るうと、「ガマン」

大会を行ないました。

田中公民館和室障おいて、スドーブ2台

で35塵に室温を上げ蒸し暑い中でカップラ

ーメンを食べ汗を流そうというものです。
　の　　の　　　　　の

　「なんぎくなったら〔コーカに出てもいい

ですよ一」と書いながらラーメンの後は、

これまた熱いお茶をどうぞ11と、徹底した

蟻熱い。サービスに快い汗を流していまし

た◎矯夏に対するイヤミでしょうか。

ノ
ク
リ
ー
ン
は
鋼
管
パ
イ
プ
で
組
ん
だ
枠
に
　
　
　
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
七
年
前
か
ら
「
な

建
設
用
白
シ
ー
ト
を
下
げ
た
こ
れ
も
手
づ
　
　
　
ど
し
会
」
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
屋

く
り
の
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
と
こ
の
公
園
の
野
外
を
合
わ
せ
る
と
二

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
良
い
映
画
を
見
　
　
十
八
回
を
教
え
て
い
ま
す
。

て
も
ら
い
将
来
地
域
を
愛
す
る
成
人
に
な
　
　
　
　
フ
ィ
ル
ム
を
十
日
町
市
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

帰
省
客
に

　
　
　
　
安
全
運
転
を
お
願
い

　
　
　
　
　
田
沢
小
生
徒
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
手
渡
し

　
お
盆
の
帰
省
が
始
ま
っ
た
十
二
日
、
中
　

ゴ
ミ
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
一
緒
に
手
渡
し

里
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
田
沢
　
　
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

小
生
徒
、
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
、
交
　
　
　
　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
田
沢
小
全
校
生
徒
二

通
安
全
協
会
の
協
力
を
得
て
安
全
運
転
の
　
　
百
五
十
一
人
、
一
人
一
人
が
運
転
者
に
安

呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
全
運
転
を
お
願
い
す
る
た
め
書
い
た
も
の

　
「
運
転
手
さ
ん
い
つ
も
気
を
つ
け
て
く
　
　
　
で
す
。
3
5
3
号
線
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
倉

れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
も
と
び
　
　
下
地
内
で
、
主
に
関
東
ナ
ン
バ
ー
の
車
が

出
し
に
注
意
し
ま
す
。
事
故
に
合
わ
な
い
　
　
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
に
し
て
受
け
取
っ
て

よ
う
気
を
つ
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
。
　
　
い
ま
し
た
。

な
ど
と
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

安全運転でお願いしま～す！どうもありがとう
，．購

、建ク／欄

リ
ー
か
ら
借
り
て
く
る
都
合
上
、
娯
楽
的

な
内
容
に
は
欠
け
ま
す
が
、
夕
涼
み
に
は

も
っ
て
こ
い
の
時
間
、
場
所
で
す
。
来
年

も
実
施
す
る
そ
う
で
す
の
で
お
気
軽
に
出

か
け
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

“
￥
‘

、
鍛

ナカ

　
寺

⑭
妹

　どんな家族なんでしょうか？
　　　　　　　　

　　　 　

團私は農業を成りようにまかせてゆっくりとや

っています。り私がノリタ光学に勤め、妻がレイ

ンボーヴィラ清津の介護員をしていますので￥二

人が夜勤の日があり、子守りをする父田は大変で

しょうが￥子どもたちは好きなことができるので

「ヤッター！」といって喜んでいます。

　家族行事はどんなことがありますか？

團1月2臼に家から出た人達から全員集まって

もらいカラオケをやり．そりゃあもうにぎやかに

年始を楽しんでもらっていますヨ。兄弟が多いの

で去年から兄弟会で旅行を始めました。

　子育てのモツトーは？

ワ健康で素直であれぱそれでいいです。そして勉

強ができてくれれば……囲孫のいいところを＋

分伸ぱしてやりたい。

家じゆうニコニコのとっても明るい家庭でした。

11 広報躍”富と：　　平成3年9月10日
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婆
場役

難
村
襲

望中ぱせわA・
　
い謂

美翠長女〕上山

栄撃長男〕宮中

勇
子

長子〕桔梗原

塁三男〕白羽毛

懇長女〕山崎

恵睾長女〕山崎

誉子二男〕上山

鵡二女〕通り山

勇
江

二男〕小出

〔＿，昭
局橋

　久
〔村山阜

蕃条〔高畷尋長女〕上山

〔山田＿
　　信

〔　　隆高野
　　茂

〔岡村華

〔山曜

〔田中比

たく　ま

卓馬
さ　 き

沙季
けん　と

健人

なつみ

ま　　み

麻未
よう　すけ

陽介
〔小巻澤

〔村山久

　
　
　
　
内
内
原
俣
沢
溝
山
沢
地
沢
寺

　
　
　
　
之
之
　
　
　
　
り
　
　
　
来

　
　
　
　
堀
堀
小
倉
田
干
通
田
重
芋
如

瀬
死
亡
．
・
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

　
　
難

　
　
　
　
8
0
6
8
6
0
9
4
2
9
2

　
　
　
　
8
9
8
7
9
8
7
7
6
6
8

　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
孟
ミ
吉
平
カ
ノ
ヨ
治
司
イ
利

は
葉

加
夏

錫
輔

伽
大

羅1

欝

　
ス
兼
正
ワ
ケ
、
、
、
正
庄
ス
正

　
　
　
　
　
　
タ
キ
　
　
　
　
川

島
雲
村
田
部
　
　
山
木
藤

　
　
　
　
　
　
口
ロ
　
　
　
　
　
ノ

中
南
田
島
服
江
樋
村
鈴
佐
井

十日町地域広域事務組合
　　平成2年度の決算状況報告

　この組合は、十日町市．川西町￥津南町．中里村の

4市町村が資金を出し合って運営する組合で、消防・

救急活動．総合福祉センター（御陣荘）、と畜場の各事

業を行っています。

公債費1，278（1．4％）

その他　298（0、3％）
消防施設費

1億2，534
　（13．9％）

組合債
’4，820

（5．2％）

その’
2，081（

1　　歳出
　　9億261
　　万円　　常備消防費締
鹸．　　　6億1，066　　　欝

他
（2．2％）

非常備・
　　消防費
　1億5，085

　（16．7％）

繰越金
3，936万円

十日町市

入3億
，1978，28

円　（41，1

百町

，617　、薫

金
緒

越
准
入
09
鰯

繰
　
収
⑲
鷲

　
　
　
諸
ー

中里村

8・566．lli歳（9．2％〉

　　　　　　　　　9億3，

　　　　　　　　　　万1
ハ堕町　　・鎌，　　　津倖

1億　　　　・難・　　1億7
2・624　　．難　（18．1
（13．5％）　　　．喜
　　　　　　　　　灘．髄

・
繋
欝
．
灘

6
鰯
．
鯵

億
摺

つ
Q
8
（

　
ワ
ノ
　
　
　
　
　
7

　
　
　
南
7

　
9
　
　
　
　
　
　
1

　　　　　火災出陣状況（村内）建物4林野1

単位＝万円　　　　　　　　　　　＿

救急出動状況（村内）98回

会　計　名 歳入額 歳出額 蓬引額

総禽福祉驚ンター 2，012 1，652 360

と畜場事業 4，040 3，456 584

合　　　　　謙 6，052 5，108 944

鰯防髪

　
　
　
　
標
語
の
募
集

～
み
ん
な
で
作
ろ
う

　
　
　
　
　
　
防
火
意
識
～

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
平

成
3
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
で
使

用
す
る
標
語
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
防
火
の
関
ー

心
が
高
ま
る
よ
う
な
標
語
を
、
ど

し
ど
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
標
語

は
、
管
内
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ

に
出
品
者
の
住
所
・
氏
名
を
掲
載

す
る
な
ど
、
各
種
火
災
予
防
広
報

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

テ
ー
マ
　
火
災
予
防
を
呼
び
か

　
　
　
　
　
け
る
標
語
。

応
募
資
格
　
中
里
村
に
在
住
す
る

　
　
　
　
　
方
。

記
載
方
法
　
官
製
葉
書
に
標
語
及

　
　
　
　
　
び
住
所
、
氏
名
、
年

　
　
　
　
　
齢
を
記
載
し
、
一
人

　
　
　
　
　
3
点
以
内
と
し
ま

　
　
　
　
　
す
。
な
お
、
す
で
に

　
　
　
　
　
発
表
ま
た
は
使
わ
れ

　
　
　
　
　
た
標
語
は
出
品
で
き

　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。

送
り
先
・
　
〒
蝿
十
日
町
市
川
治

問
い
合
せ
先
　
内
後
　
十
日
町
地
域

　
　
　
　
　
消
防
本
部
　
予
防
課

　
　
　
　
　
（
盈
5
7
－
1
5
5
5
）

募
集
締
切
　
平
成
3
年
9
月
2
5
日

㌍

表
　
　
彰
　
最
優
秀
賞
1
点

　
　
　
　
　
優
秀
賞
数
点

「
救
急
の
日
」
で
す

　
救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
持
つ

目
的
で
9
月
9
日
を
救
急
の
日
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
圏
で
は
平
成
2
年

度
中
の
救
急
出
動
件
数
は
ー
、
1

9
6
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
救

急
要
請
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
1
1
9
番
を
す
る
時

は
、
あ
わ
て
ず
に
次
の
こ
と
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
町
名
・
目
標
物

氏
名
　
年
齢
・
性
別

症
状
　
既
往
症
等

か
か
り
つ
け
の
病
院

通
報
者
名
　
電
話
番
号

救
急
車
は
正
し
く

　
　
　
　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
搬
送

救急搬送システム

①119番

趣、噺’
、
鞠

　　　　　課，　　　　羅
　　鰻課騨

　　　　σ③出動

璽
ぷ

⑤
応
需
の
確
認

⑥
受
入
了
承

　　　　關　　雛　辮陵



i慧i・溝
鱗難購

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
G
劉
穿
多
・

　
　
お
済
み
で
す
か

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

第
3
号
被
保
険
者
の
方
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
ご
主
人
の
加
入

し
て
い
る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

か
ら
負
担
さ
れ
て
い
る
た
め
、
個

別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
が
2
年
以

上
遅
れ
る
と
、
2
年
を
過
ぎ
た
期

間
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
未
納
期

間
と
同
じ
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
、

受
け
と
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

速
や
か
に
役
場
国
民
年
金
係
窓
口

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
人
生
の
節
目
節
目
に
は
、

そ
の
都
度
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意

下
さ
い
。
（
届
け
出
一
覧
表
参
照
）

●サラリーマンの奥さま（第3号被保険者）の届け出一覧

　　　　穿　聯

●こ主人が会社を

退職して自営業に

●奥さまの収入が増加

●離婚

醍　　　　　・三・．　　　　　　　　　　6　≡劉　　≡劉　．≡：　　　　　　　醍　　　劉　　≡

　　　　　　　　　　　第3号被保険者→第1号被保険者 ●村に種別変更届

●会社貫と結婚後に器歳

到達
未　　加　　入→第3号被保険者 ●村に資格取得届

●遷主人が自営業をやめ

　て会社員に就職
第1号被保険者→第3号被保険者 ●村に種別変更届

●家事手伝などの方が

会社員と結婚
第1号被保険者→第3号被保険者 ●村に種別変更届

●結婚退職

●共働きの中止
第2号被保険者→第3号被保険者 ●村に種別変更届

●共働ぎの開始 第3号被保険者→第2号被保険者 ●村に種別変更届

●こ主夫の転職

畦簑講翻 第3号被保険者の資格はそのまま
●村に種別確認届

　（申出）

優
秀
作
品
1
1
点
が
ポ
ス
タ
ー
に

　
　
　
　
　
青
少
年
健
全
育
成
標
語

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
青
少
年

健
全
育
成
の
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
小
中
学
生
か
ら

全
員
の
7
7
8
点
が
、
一
般
の
部

か
ら
は
9
2
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
中
か
ら
次
の
1
1
点
が

優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
、
ポ
ス

タ
ー
に
な
り
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
外
の
4
1
点
の
入
選
作
品

に
つ
い
て
は
、
今
後
随
時
本
紙
で

発
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。優

秀
作
品

家
庭
か
ら

　
村
じ
ゅ
う
広
が
る
わ
ら
い
の
声

　
　
　
田
沢
小
4
高
井
　
雅
史

元
気
よ
く

　
楽
し
く
帰
る
よ
い
子
た
ち

　
　
高
道
山
小
3
渡
辺
　
伸
一
一

お
て
つ
だ
い

　
し
て
み
て
わ
か
る
思
い
や
り

　
　
　
倉
俣
小
4
山
田
　
康
太

あ
い
さ
つ
で

　
み
ん
な
の
心
を
さ
わ
や
か
に

　
　
　
貝
野
小
6
柳
　
芳
子

あ
い
さ
つ
を

し
た
人
さ
れ
た
人
気
持
ち
が
い
い

　
　
清
津
峡
小
6
鈴
木
　
秀
昌

万
引
き
は

　
親
の
顔
が
目
に
う
か
趣

　
　
　
中
里
中
3
鈴
木
　
孝
子

－
兀
気
よ
く

あ
い
さ
つ
す
れ
ば
気
持
が
ス
ツ
キ
リ

　
　
　
中
里
中
3
南
雲
紀
和
子

子
供
ら
の
本
当
の
き
も
ち

心
の
め
で
み
て
あ
か
る
い
か
て
い

　
　
　
中
里
中
3
山
岸
淑
嗣
江

　
　
　
艘
穂
部

頼
ん
だ
よ
君
達
に

　
明
日
の
我
が
家
と
我
が
村

　
　
　
　
　
桂
　
　
山
本
智
子

あ
い
さ
つ
が

　
あ
い
さ
つ
を
呼
ぶ
村
づ
く
り

　
　
　
　
新
屋
敷
　
羽
鳥
　
ユ
キ

「
お
は
よ
う
」
と

　
一
声
か
け
て
和
が
生
ま
れ

　
　
　
　
田
中
高
木
成
子

平成3年9月10日広報躍勲宣と：β
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投告決挙う
票示定の中11
日日し日里月
　　ま程村19
1010しが議日
月月た左会任
2722　0記議期
日　日　　の員満

（日）（火）　　よ一了

　　う般に
　　に選伴

10
月
2
7
日
に
決
定

村
議
会
議
員
選
挙

幽灘矧

義
蟹諺

　
　
　
出
演
者
及
び

　
　
芸
術
祭
の

　
　
　
　
出
品
作
品
募
集

　
村
公
民
館
で
は
、
平
成
3
年
度
．

中
里
村
民
芸
能
祭
及
び
秋
の
芸
術今年も参加をお待ちしています

祭
を
開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
個
人
も
し
く
は
団
体
の
出
演

者
、
ま
た
、
芸
術
祭
の
作
品
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

芸
能
祭
期
日
　
1
0
月
2
0
日
㈲
午
前

　
　
　
　
　
　
1
0
時
よ
り

会
　
　
　
場
　
中
里
村
民
体
育
館

出
演
内
容
カ
ラ
オ
ケ
等
を
除

　
　
　
　
　
　
く
文
化
芸
能
、
踊

　
　
　
　
　
　
り
、
唄
、
コ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
ス
、
楽
器
演
奏
、

　
　
　
　
　
　
寸
劇
等

申
し
込
み
9
月
2
0
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
公
民
館
へ

芸
術
祭
期
日
　
1
1
月
3
・
4
日

会
　

場
村
総
合
セ
ン
タ
ー

募
集
作
品
書
道
、
写
真
、
絵

　
　
　
　
　
　
画
、
版
画
、
生
け

　
　
　
　
　
　
花
、
陶
芸
、
短
歌
、

　
　
　
　
　
　
手
工
芸
品
等
、

　
　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
菊
盆

　
　
　
　
　
　
栽
展

申
し
込
み
　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
暦
6

3
1
2
4
9
3

※
作
品
は
1
0
月
31
日
ま
で
に
搬
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し

た
、
平
成
4
年
4
月
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。
適
性
に
応
じ
た
職
場

で
自
己
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送
る
た

め
、
専
門
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し

よ
・
つ
。

募
集
科
名
及
び
定
員

　
　
電
気
施
設
科
　
1
5
名

応
募
資
格

　
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
で
お
お

　
　
む
ね
3
0
歳
以
下
の
者
（
H
4

　
　
年
3
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

修
業
期
間
　
一
力
年

　
　
※
修
了
時
の
成
績
に
よ
り
第

　
　
2
種
電
気
工
事
士
免
状
が
取

　
　
得
で
き
ま
す
．

願
書
受
付
期
問

　
　
平
成
3
年
9
月
2
日
か
ら

　
　
平
成
3
年
1
0
月
7
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

盈
（
0
2
5
7
9
）
4
1
2
4
1
0

　
　
　
合
格
者

“
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ー

　（
β
㈲
、
六
日
町
、
県
剣
道
連
盟
）

8〈
初
段
〉

　
佐
藤
一
真
（
中
2
上
山
）

　
長
井
貴
志
（
中
2
干
溝
）

　
山
田
昌
之
（
中
2
通
り
山
）

　
江
口
有
子
（
中
2
干
溝
）

　
大
口
知
代
子
（
中
2
桂
）

　
関
　
　
寿
恵
（
中
2
上
山
）

　
関
　
　
里
恵
（
中
2
上
山
）

〈
二
段
〉
　
・
（
中
里
村
剣
友
会
）

　
関
　
　
敏
栄
（
上
山
）

　
佐
藤
文
夫
（
上
山
）

脇
村
民
野
球
村
長
杯

　
　
　
　
争
奪
戦
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
芋
沢
・
如
来
寺

卜敗者卜一ナメン

　　3位

願

倉

俣

重

地

　　　決勝卜一ナメント

　　　　　　　　　1位
　　　　上山・山崎
2位　　　荒屋・通り山

囲

清
　
津
　
峡

上
山
・
山
崎

荒
屋
・
通
り
山

貝

野

田

中

宮

中

停
　
電

上
山
の
一
部

9
月
1
8
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
ま
で

　　善意をありがとう
■社協へ寄付金

樋口源和（白羽毛）50，000円
上原国司　（上　　山）50，000円

広田利雄（高道山）50，000円

服部久一（田沢本村）30，000円
■雲仙普賢岳噴火災害義援金

8／1～8／31　　　　　　　108，000円

　　北陸地方3か月予報（9月～朋）

　　　　　　　　　　　　　　　平成3年8月20日

　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方形象台発表

【9月の予報1

　前半には天気がぐずつきますが、その後は天気が周

期的に変わるでしよう。

【40月の予報1

　移動牲高気圧におおわれ、晴れて暖かい日が多いで

しよう。

【僧月の予報】

　天気は周期的に変わりますが￥一時冬型の気圧配置

となって、しぐれて気温の低い時期があるでしよう。

およそのイメージ

　　　　9月　　　　　　！0月　　　　　　11月

一時冬型移気性高気圧
晴れの日多い

秋の訪れ早い
天気周期変化

揮



鞍
蜀

醗
》難瀦

　
　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た

方
々
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に

預
け
た
り
、
外
地
の
集
結
地
に
お

い
て
、
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
た

　
灘
、
灘

撒
　
　
　
　
、
鵜
澤
毎
”

ぎ
、
換

や轡君謂，

燃
筋
欝
黎
葬
禦
難
蕎
　
蓼
霧
諺
須
影
髪
葦
釜
勇
妻
ー
…
多

り
し
て
、
そ
の
後
、
日
本
に
返
還

さ
れ
た
通
貸
や
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の

場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

お
問
い
合
わ
せ
先

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

〒
蜘
新
潟
市
竜
が
島
1
－
5
－
4

新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
盈
0
2
5
－
2
4
4
－
9
3
1
4

『
中
里
村
の
皆
様
へ
』

　
～
御
礼
の
言
葉
～

　
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
一

日
に
か
け
て
私
達
法
政
大
学
学

術
紀
行
研
究
会
は
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
た
め
に
こ
の
中
里
村
を

訪
れ
ま
し
た
。
村
の
昔
の
生
活

習
慣
や
民
間
信
仰
な
ど
を
調
べ

る
が
目
的
で
、
一
軒
一
軒
の

家
々
に
お
邪
魔
し
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
村
の
皆
様

の
私
達
に
対
す
る
心
温
ま
る
お

も
て
な
し
に
大
変
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
た
だ
単
に
調
査
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
皆
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
れ

た
こ
と
が
大
切
な
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
私
達
の
年
三
回
に

わ
た
る
合
宿
も
こ
れ
で
終
わ
り

ま
し
た
が
、
ま
た
中
里
村
に
お

邪
魔
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

法
政
大
学
学
術
紀
行
研
究
会
会
長

　
　
　
　
　
建
　
部
　
彰
　
彦

個
人
住
宅
建
設
資
金

融
資
申
込
受
付

受
付
期
間

o

百
父
林
み
に

何
響
海
に

容
）
在
ぞ
の

困
か
、
5

誘
金
か

惇
輪
、
て

ゼノ
宅

（
5
、
．

糊醸

“ン

フ
　
，

一
oq

ホ
か
す
モ

冒
へ
え
な
い

の
か
・

　
平
成
3
年
8
月
1
9
日
㈲
～
1
0
月

　
n
日
㈲

融
資
金
利

　
舗
％
、
　
肥
％
、
　
偲
％
、
　
肥
％

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
（
盈

　㈱
1
32
1
6
6
5
6
）
へ
、
ま
た
は

お
近
く
の
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

、こ淑酬
）よにθ

範も＿

の
職
場
に
障
害
者

　
9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

で
す
。
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て

広
く
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
的
に
各
種
の
行
事
を
開

催
し
て
雇
用
促
進
運
動
を
展
開
い

た
し
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　
盈
5
7
－
2
4
0
7
（
十
日
町
職
安
）

角葱

㌧
乙
臨
フ

し
・
ユ
ひ

（
ぜ
）
又

　
　
一
汐
鴨

　
　
へ

．
漕

　　　　16件

　　　　19人

　　　252日

（8月末累計）

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故ゼロ

今月の納税と振替日

■固定資産税　　（9月30日）

■国民健康保険税　　　（9月30日）

■国民年金保険料　　　（9月25日）

■保　　育　　料　　（9月30日）

■水　　道　　料　　（9月30日）

◎母親学級・妊婦検診

　9月20日働　上村病院
　母親学級（受付〉12：45～13：00

　　　　　（内容〉産褥と赤ちゃんの保育

　妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎乳幼児検診

　9月19日㈲　保健センター

　乳児検診　H．2．10．1～11．30生

　　　　　　H．3．4．1～5．31生

　10月4日（日）保健センター

　1歳半児検診H．元．12．7～2．3．31

　（受付）13：00～13二30

◎糖尿病検診　9月18日㈱

　住民健康診断で疑いのある人が対象

◎二種混合～ジフテリア・破傷風～

　9月13日働、9月17日（火〉

◎三種混合　第一期

　～百日せき・ジフテリア・破傷風～

　9月24日（火）14：10～15：00総合センター

平成3年9月10日広報なかさと拶



服部美和さん
集落如来寺

青春しτます
　9月11日～10月10日

カレン．ダー・
昭和45年3月8日生まれ21歳

星座魚座

11㈹
「高齢者交通安全旬間」～20・日まで芝倉沢上流

砂防ダム竣工式合清田山　G14：30～　郡市亭
齢者交通安全ゲートボール大会　倉田沢小グフ

1ウンド　Gllo：oo～

12㈲

13㈲
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉セ
ンター　　（913二30～16：00

14qり

⑮（日）
敬老の日　老人福祉大会0中里中㊤9二〇〇
ユニホッケー公認指導員資格認定講習会（当日受
付可）合村民体育館　（…）9二〇〇～

⑯帽）

19㈲
村内小学校親善陸上大会
合田沢小　（∋9二〇〇～

20㈲
心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉セ
ンター　013：30～16：00

21qり
「秋の全国交通安全運動」～30日まで

⑳（日）
秋分の日

⑳侃）
振替休日

24㈹

27㈹
行政相談日（山田正平）
合老人福祉センター　（913二30～16二〇〇

心配ごと相談日（根津敬）
合老人福祉センター（∋13二30～16二〇〇

28q⊃

⑳（日）

1屠（幻
「法の日」

4働
心配ごと相談日（村山篤稔）　合老人福祉セ

ンター　（∋13：30～16：00

5㈹

⑥（日）

10㈲
体育の日
村民ジョギング大会合中里中　（∋9：00～

難灘灘

※変更ずる場含があ‘燧す。御翔の際は確認を、

　　　　　　　お糠力難、鑑諜寮。ζ懸難

血液型A型
身長156cm
　日本通運㈱十日町営業所で事務

をしています。趣味がドライブ。

車を運転するのが大好きで、休み

の日には愛車の赤いミニカでドラ

イブに出かけています。理想の男

性はおもしろくてやさしい人で、

小林稔侍さんのような人。結婚は

理想の人が現われたら。将来の夢

はバイクで日本一周旅行をするこ

と。村への要望は、若者が働ける

職場を作ってほしいことと、総合

的なスポーツ施設を作ってほしい。

⑳中条病院翫謂1

⑭大島医院禅箭讐1

⑭古藤医院鷺請柵
⑭至誠堂医院禅冨箒1

⑭池田医院禅箭謝

⑭上村病院響重珊

⑭庭野医院禅箭幕1

　
　
　
　
　
　
　
　
［
隆
集

▼
今
月
号
で
も
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

が
変
っ
て
い
る
箇
所
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
。
ハ
イ
、
そ
う
な
の
で
す
。

お
知
ら
せ
欄
が
縦
書
き
に
な
っ
た
の

で
す
。
よ
り
多
く
の
人
か
ら
見
て
も

ら
い
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
寄
せ
、

ま
た
登
場
し
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、

よ
り
多
く
の
人
か
ら
行
動
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
は

ど
の
ぺ
ー
ジ
か
ら
お
知
ら
せ
に
な
っ

隆
董

て
も
良
い
よ
う
に
、
本
文
と
同
じ
縦

書
き
に
し
て
多
く
の
情
報
が
入
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
他
の
内

容
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
た

め
で
す
。
「
広
報
は
も
っ
と
ロ
ー
カ
ル

色
を
出
す
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
も

あ
り
ま
す
。
『
燈
台
下
暗
し
』
で
近
く

の
情
報
な
の
に
意
外
と
見
落
し
て
い

ま
し
た
。
何
で
も
結
構
で
す
の
で
一

報
い
た
だ
け
れ
ば
と
ん
で
行
き
ま
す
。

ξ　　　　と

糞㌧嚇・醗・、・弘

ノ　　　　 ノ．’4　プ『

スギ

試
ヤ

（昭和60年7月25日制定）

P〃

ユリ

1￥自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1，愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

　目白押し
　「目白押しに並ぶ」といえぱ、

大勢の人が先を争って．押し合

いながら横一列に並ぶこと。こ

の「目白押し」は￥小鳥のメジ

ロが木にとまるときの習性から

生まれた表現です。

メジロはスズメより小さい鳥

で、目の周囲に白い輪があるの

が特色。名称もここからきてい

ます。晩秋には低地の林にきて．

枝の上に押し合うように並んで

とまるので￥「目白押し」という

言葉が生まれました。

　「目白押し」は￥戸外の遊戯

の一つでもあります。塀などを

背にして一列に並んだ子どもた

ちが、両端から横に押し合い、

中央の子が左右から押し出され

て再び端に加わる遊びです。

　「押くらまんじゅう、押され

て泣くな」と唱えるのも同じで、

これは箱にまんじゅうがぎっし

り詰まったさまを連想したもの

でしよう。

　　　　　たくあんまた．「押し漬け沢庵、押され

て泣くな」は、腹ぱいになった

子の上に．大勢が次々に折り重

なって￥沢庵石のように押しつ

　　ける遊びでした。昔は児

言
葉

童の遊戯にも、生活実感

が伴っていたことが分か

ります。

のルーツ

㌶　騰　　8月末現在
　　　　　（）は前月比

●人ロ男3，373人（一2）女3，372人（一2）計6，745人（一4）●世帯数1，637（＋1）
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